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研究成果の概要（和文）：研究目的は、保健体育科における授業実践のデータベースを構築する

ことによって、実践力のある体育教師を養成する方法について検証することにあった。その結

果、１．自らの授業を振り返ることができる撮影アングルとビデオ再生形態についてのモデル

を提示した。２．授業の単元全体をビデオ共有システムに蓄積することによって、一時間のみ

の授業研究とは異なる授業研究の可能性について実証した。３．ビデオ共有システムを使うこ

とによる、教科専門家から体育教師への支援について検証した。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to construct the database of 
teaching practices in physical education and examine the methodology of training physical 
education teachers as excellent practitioner.  As the results, 1) a model of the angle and 
the pattern of taking the practices on video was presented, 2) the possibility of the multiple 
lesson study with the accumulation of the whole teaching unit in the network video system 
was proposed, and 3) the methods of supporting physical education teachers by the 
professionals of the field with using the network video system were suggested. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）これまでの体育教師養成は、「体育教
師像」が理論によって導かれ、その「一般的、
総体的、体系的」な「理想とする体育教師像」
へと体育教師および学生を導くことが、一般
的な養成形態であった。 
しかしながら、中井は「体育教師論」にお

ける「体育教師像研究の課題と展望」の中で、
「これまでの研究は体育教師の『一般的なイ

メージ』を描き出すことに中心的な関心がお
かれてきた」が、それ故「体育教師が現実の
指導において『どのように対応すべきである
か』という具体的方策を導き出すことに有効
なデータは産出されてきたとはいえない」
（中井、1997、p.389）と指摘している。こ
の中井の指摘は、これまでになされてきた体
育教師の理想像を追い求めるというその探
求の方向性からは、体育教師を養成する上で、
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実践の場で役立つ、あるいは有効に機能する
指導力が実現出来なかったのであり、それ故
に、「体育教師に対する一般的イメージを描
き出す次元を超えた研究が求められている」
（中井、1997）ことを示唆するものであると
言えよう。こうした状況認識に立つとき、こ
れからの体育教師の養成に関しては、以下の
ことを考える必要があろう。 

 
（２）従来の「教師養成論理」を再考し、体
育教師養成において扱う「理論」においても、
その｢理想像｣という教師能力の「厳密さ」を
求めるのではなく、体育教師として「実践」
に対応しうる能力の「適切さ」を求めること
へと視点を変更することである。 

このことは、体育教師の養成形態にかかわ
る問題でもある。例えば、これまで体育教師
養成および研修会等において実施される典
型的なパターンは、「理想とする体育教師像」
が講義され、その内容がテスト等によって
「単位認定」されるというものである。しか
しながら、こうした「理論」の理解度テスト
という「机上」の判断において「体育教師」
を養成することは、その「理論」の具体化で
ある「実践」については、体育教師に全てを
委ねるものであり、「理論は理論、実践は実
践家に委ねる」という「理論」と「実践」の
乖離を前提としていることになる。こうした
｢理論｣と「実践」の乖離については、これま
で多くの、まさに現実を構成しようとする
「実践」の場で問題にされてきた。そのため
こうした「乖離関係」を断ち切るためにも、
また新たな「理論観」とその構築方法につい
て再考することが求められよう。 
 
（３）これらの議論は、従来における「理論」
と「実践」の関係性の見直しをその原点とし
て求めるものであるとも言えよう。 

これらの問題を視野に入れた解決方法が、
実践特有の質的状況、すなわち「特殊性、局
所性、断片性」が可能な限り捨象されていな
い「生のデータ」に基づけられた実践方法の
構築にあると考えられる。例えば、まず、あ
る特定の体育授業実践の現場において指導
されたその「事実」が、体育教師によって「反
省的」に記述され、それらがデータベース化
される。それによって、次に特定の状況に近
似的課題を抱えた別の体育教師によって利
用される。あるいは、そうしたやりとりが大
学における体育教師養成の教材として活用
できるならば、これまでとは異なった「体育
教師養成」がなされるともに、体育教師とし
て着任当初から、自己の授業実践を見つめる
まなざし、すなわち「反省的記述」が行える
とともに、それを継続する中で、自らの「実
践力」を高めることのできる「自己展開的」
な体育教師養成が可能になると考えられる。 

 
（４）一事例の研究であっても、そこで得ら
れた視点（構造）を通して現象の見え方が変
わり、そしてよりよい実践につながる構造を
構成しうることが想定される「視点提示型」
の研究は、体育教師における「実践力」の養
成にとって有効性を持つと考えられる。 

こうした研究によって提示された「仮説モ
デル」は、将来の体育教師にも生じる出来事
であると「予測」され、それが本当に「再現」
され、またこうした「予測」と「再現」が繰
り返されるとき、それは事前に「制御」しう
るという可能性を持つデータになると考え
られる。 
さらには、こうしたデータの積み重ねが図

１のような展開を示すとき、そこには、「実
践力」養成にとって意味を持ったデータベー
スの構築が想定される。データベースにおけ
る様々なモデルの蓄積が、他者によって「再
現」と「制御」という形式で検証されるとい
う循環を辿ることが、この研究の妥当性を評
価するものとなるであろう。以上のような研
究によって、実践力のある体育教師の養成は、
可能になると考えられる。 
 

図１実践データベースの構築とその利用 
 
（引用・参考文献：中井隆司（1997），体育
教師論，竹田清彦，高橋健夫，岡出美則編著，
体育科教育学の探求、大修館書店．） 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、実践力のある体育教師を
養成するためのデータベースを構築するこ
とにある。従来の「理想とする体育教師像」
を語る講義型の養成方法から脱皮するため
に、 
（１）様々な体育教育実践の事例を収集し、
それを「視点提示」の観点から類型化する。
（２）それらをデータベースとして蓄積し活
用することによって、体育の授業実践におけ
る「反省的実践家」の養成を目指すとともに、
教員養成大学に新たに導入される「教職実践
演習」等で利用することによって、実践力の
ある体育教師としての基礎力に資すること



 

 

を目指す。 
 
３．研究の方法 
（１）研究方法の第一段階は、まず「視点提
示型研究」のプロトタイプを作成することに
ある。そのため体育教師の教育実践の資料収
集によって、成功事例だけでなく、失敗事例
という、まさに「実践」そのものの「生のデ
ータ」と、その場面場面における「反省的記
述」をもとに、将来データベースに蓄積すべ
き項目を確定する。 
（２）第二段階では、前段階のプロトタイプ
をもとに、多くの体育教師の教育実践とその
データの収集に努める。 
（３）第三段階では、そこで収集・蓄積され
たデータの索引化と検索方法を確立するこ
とによって、大学の授業におけるカリキュラ
ム開発と「免許更新制」等の現職教員講習た
めの講義内容を作成する。 
 
４．研究成果 
（１）データベースとして蓄積し活用が可能
な、「ビデオ共有システム」を構築するとと
もに、その素材として、小学校および中学校
における体育授業を撮影し、教師が後に授業
の振り返りができる撮影アングルとビデオ
再生形態についてのモデルを提示した。 
（２）こうしたビデオ共有システムを活用し
て、次に、単発的な一時間の授業実践だけで
なく、単元全体（計６時間）を網羅した小学
校における「高跳び」の授業をビデオ共有シ
ステムに蓄積することによって、これまでの
一時間のみの研究授業における授業観察と
は異なる、いわゆる「点」の授業研究から「線」
の授業研究への可能性について実践し、考察
を加えた。 
（３）さらには、ビデオ共有システムを使う
ことによって可能となる、小学校における表
現運動の授業実践について、授業実践者と大
学教員が直接に会って合同研究会を持つこ
となく、必要なアドバイスを受けることの可
能性とその有効性についても検証を行った。 
 以上のことより、当初の目的であった、１．
体育の授業実践の事例を収集し、２．それら
をデータベースとして蓄積し活用すること
によって、３．体育の授業実践における「反
省的実践家」の養成を目指すとともに、実践
力のある体育教師としての基礎力を付ける
ためのデータベースが構築しうることを明
らかにした。またこうした研究成果は、大学
の講義や免許更新制等の機会において、活用
している。 
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